
企画展示 
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９月２２日（金）～１１月１５日(水) 

 

「四季を通じて穏やかな気候、大きな災害も比較的少なく、温和な人情」このようなイメージ

で語られやすい千葉県は、少なくともミステリーの舞台を提供しにくい風土だといえます。その

ようななかでも千葉県を舞台にしたミステリー小説は少数ながら存在しています。また、千葉県

の高校、大学を卒業して活躍している高名なミステリー作家も存在しています。 

今回の企画展では、千葉県を舞台にしたミステリー小説と千葉にゆかりのあるミステリー作家、

真保裕一、伊坂幸太郎、辻村深月の３人を紹介しています。秋の夜長を十分に楽しんでください。 



千葉県ゆかりのミステリー作家３人 

 

真保裕一（しんぽゆういち １９６１年５月２４日生）  

 東京都で出生、習志野市立第３中学校、千葉県立国府台高校を卒業する。１９９1 年に「連鎖」

で第 37 回江戸川乱歩賞を受賞、１９９５年に「ホワイトアウト」で第１７回吉川英治文学新人賞

を受賞、１９９７年に「奪取」で第１０回山本周五郎賞と第５０回日本推理作家賞（長編部門）を

受賞する。作品は、ミステリーにとどまらず冒険、時代小説など幅広い執筆活動が続いている。 

 

【展示中の本】 

 連 鎖 （第３７回江戸川乱歩賞受賞作品）   

 ホワイトアウト （第１７回吉川英治文学新人賞受賞作品） 

 奪 取 （第１０回山本周五郎賞受賞作品） 

 灰色の北壁 （第２５回新田次郎文学書受賞作品） 

 奇跡の人 （作品に市川市周辺が登場） 

 ボーダーライン （第１２２回直木賞候補作品） 

 震源 （第５０回日本推理作家賞（長編部門）候補作品） 



 伊坂幸太郎（いさかこうたろう １９７１年５月２５日生） 

 松戸市出身、千葉県立小金高等学校、東北大学法学部を卒業する。２０００年に「オーデュポ

ンの祈り」で第５回新潮ミステリー倶楽部賞を受賞、２００４年に「アヒルと鴨のコインロッカー」

で第２５回吉川英治文学新人賞受賞、「死神の精度」で第５７回日本推理作家協会短編部門賞を受

賞、２００８年「ゴールデンスランパー」で第５回本屋大賞を受賞する。登場人物など作品間のリ

ンク性、ユーモアを交えた読み 

やすい文章構成により絶大な人気を博している。 

 

【展示中の本】 

重力ピエロ （２０００年直木賞候補作品） 

ゴールデンスランパー （第５回本屋大賞受賞作品） 

チルドレン  

ラッシュライフ  

オ―デュポンの祈り （第５回新潮ミステリー倶楽部賞受賞作品） 

アヒルと鴨のコインロッカー （第２５回吉川英治文学新人賞受賞作品） 

死神の精度 （第５７回日本推理作家協会短編部門賞受賞作品） 

 



辻村深月（つじむらみづき １９８０年２月２９日生） 

山梨県笛吹市出身、千葉大学教育学部を卒業する。２０１１年に「ツナグ」で第３２回吉川英

治文学新人賞を受賞、２０１２年に「鍵のない夢を見る」で第１４７回直木三十五賞を受賞する。

この他に本屋大賞を含め著名な文学賞候補に度々推薦される。若者の心情を巧みに捉えた文章表現

により、若者を中心に共感が広まっている。アンハッピーエンドの作品がほとんどない。 

 

【展示中の本】 

 鍵のない夢を見る （第１４７回直木三十五賞受賞作品） 

 凍りのくじら （第２７回吉川英治文学新人賞候補作品） 

 朝が来る （第１３回本屋大賞候補作品） 

 オーダーメイド殺人クラブ （第１４５回直木三十五賞候補作品） 

 水底フェスタ （第２回山田風太郎賞候補作品） 

 ゼロ、ハチ、ゼロ、ナナ。 （第３１回吉川英治文学新人賞候補作品） 

 ぼくのメジャースプーン （第６０回日本推理作家協会賞候補作品） 

 

※以上の作品は全て貸出可能です（ブックリストはこちらです）。 

http://www.library.city.chiba.jp/news/pdf/20170928wakaba_booklist.pdf



